
《ホウレンソウの生育ならびに栄養成分におよぼすコフナの効果試験（１年目）》 

試験期間：平成１４年５月～１０月 

目  的：コフナの施用方法や施肥量とホウレンソウの生育、栄養成分との関連性を調べる。 

試験場所：北海道 

試験方法：５試験区を設けて、第３作まで試作。 

供試作物耕種概要 

  品種：トニック 

  施肥：第１、２作までの元肥は化学肥料としてＮ：Ｐ：Ｋ＝１１：１０：１１／１０ａ 

     第３作目は無肥料とした。 

  作期：①５月２１日～６月２６日 

     ②６月２９日～８月１日 

     ③８月１５日～１０月４日 

  区制：株間７ｃｍ・畝間４０ｃｍの条播（雨よけハウス） 

     連用１０区＝コフナ１号を作期ごとに３．３袋／１０ａの割合で施用 

連用２０区＝コフナ１号を作期ごとに６．６袋／１０ａの割合で施用 

元肥１０区＝コフナＭＰを第１作のみに１０袋／１０ａの割合で施用 

元肥２０区＝コフナＭＰを第１作のみに２０袋／１０ａの割合で施用 

対照区＝コフナ無施用 

試験結果：全３作期を通した収量性について見ると、コフナ施用区の草丈は２～３ｃｍほど長く

葉数は大差ないものの重量が平均して１０ｇほど多くなり収量が２５％増加した。ま

た連用区と元肥区を比較すると第３作期の重量において元肥区が優っていた。栄養分

析結果ではコフナ施用区の硝酸含量が低くなる傾向が見られた。なかでも元肥２０区

と連用１０区の硝酸含量が低かった。第２作の微生物数を調べたところ連用でも元肥

でもコフナ施用区では微生物数が顕著に高い状態が維持されていることが分かった。

このことが収量特性に反映していると考えられた。 

 

【１年目】各作期における草丈（ｃｍ）
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※ 次頁に続く 



【１年目】各作期における重さ（ｇ）
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【１年目】各作期における葉数（枚）
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【１年目】各作期における硝酸値（ｍｇ／１００ｇ）
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【１年目】第２作期における微生物数の変化
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《ホウレンソウの生育ならびに栄養成分におよぼすコフナの効果試験（２年目）》 

試験期間：平成１５年５月～１０月 

目  的：コフナの施用方法や施肥量とホウレンソウの生育、栄養成分との関連性を調べる。 

試験場所：北海道 

試験方法：５試験区を設けて、第３作まで試作。 

供試作物耕種概要 

  品種：トニック 

  施肥：第１作の元肥はＮ：Ｐ：Ｋ＝８.８：７.６：８.４／１０ａ 

     第２、３作目はＮ：Ｐ：Ｋ＝５：５：５／１０ａ 

  作期：①５月１７日～６月２３日 

     ②７月２０日～８月２６日 

     ③９月２日～１０月１８日 

  区制：株間７ｃｍ・畝間４０ｃｍの条播（雨よけハウス） 

     連用１０区＝コフナＭＰを作期ごとに３．３袋／１０ａの割合で施用 

連用２０区＝コフナＭＰを作期ごとに６．６袋／１０ａの割合で施用 

元肥１０区＝コフナＭＰを第１作のみに１０袋／１０ａの割合で施用 

元肥２０区＝コフナＭＰを第１作のみに２０袋／１０ａの割合で施用 

対照区＝コフナ無施用 

     ※２年目は農家の施用実績を考慮しコフナＭＰのみを施用 

試験結果：３作期の硝酸値を見ると、コフナの施用方法と硝酸値の間には一定の関係は見られな

かった。次に各作期毎に４つのコフナ施用区の平均値を対照区と比較すると第１作期

では施用区が７４％、第２作期では９１％、第３作期では６５％といずれの作期にお

いても硝酸態窒素含有量はコフナを施用した場合には低くなった。従ってコフナの施

用効果はあったと言える。 

     １年目もコフナの施用による硝酸態窒素含有量の低下が認められたが、２年目は１年

目のような収量増加は見られなかった。 



２年間のまとめ 

      コフナを施用することでホウレンソウ体内の硝酸態窒素量を低減できることが判明した。最も

効果的な施用方法は年間３作期として作期毎に３／１０袋ずつ合計１０袋／１０ａを施用した場

合に低減度が大きく、対照区に比べ平均して２４％の低減であった。また２年間の全コフナ区に

おける低減度の変異幅は６％から３５％の範囲であった。 

 

【２年目】各作期における草丈（ｃｍ）
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【２年目】各作期における重さ（ｇ）
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【２年目】各作期における葉数（枚）
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【２年目】各作期における硝酸値（ｍｇ／１００ｇ）
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